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1, は じめ に
=
若者 が自ら活動する に は ､ どん なき っ か
けや 後押 しが あれば良 い の が
'
｡ こ の 間 い を
導きと して ､ 筆者は今まで様 々 な若者支援方
法を模索 して きた ｡
近年､ 大学内 で の 自主的活動は , 衰退の 一
途を たど っ て い る ｡ 文部省高等教育局報告 1)
( 平成12) に よ ると ､ その 理由は , 学生が リ
ー ダ ー 的役割を好まない こと ､ 無報酬の 活動
が評価されな い こ と , ｢ 忙し い｣ と い う意識
が強く定期的時間を割けな い こと にあると い
う ｡ その 結果 ､ 学内滞留時間が減少し ､ 友人
や先輩後輩と の 人間関係が 希薄に なり ､ 大学
と しての 活気は薄ら ぐばか りで , 各大学と も
頭を悩ます問題と な っ て い る ｡ これら は大学
内に 限らず､ 街づくり , 行政 ､ 企業等で も同
様の 悩み で は な い だろうか ｡
ま た ､ 大学審議 会答申 ∠) ( 平成1 0) で は ,
｢ 大学は ､ 社会に貢献 する人材の 養成 に 当た
る役割を担 っ て お り ､ 学生に 高 い 付加価値を
身に つ けさせ た上で送り出すこ とが社会的責
任で ある｣ と述 べ られて い る ｡ 一 方 ､ 大学内
で の 自主的活動の 目的は3点あると考え られ
る ｡ 1) 人間関係の深まり , 2) 問題解決能
力の 向上 , 3) 自己実現である ｡ 自らの 意志
で 活動に携わりな が ら , 実際に人と 関わり ､
その 過程 で起 こ る問題をうまく乗り越え ､ 成
し遂げる充実感や達成感を味わう ｡ そ して ,
元気な人間が集ま っ て い る所に は活気が生 ま
れ , 活気は意欲を起 こ させ る ｡ こ の 意味に お
い て , 多くの 学生が 自主 的活動に携わ っ て ,
目的を良く 矧解 し な が ら 卒業 して い く こ と
は , 大学と して の高 い付加価値と成り得るの
で は ない か ｡
こ こ数年 , 本学ダ ン ス 部を中心 に構成され
た学生 は , た く: さんの コ ン ク ー ル やイ ベ ン ト
に参加 してきた ｡ その 際筆者は , 舞踊教育学
の 立場 か ら ダ ンス 部顧問と して , また ､ 学生
生活委員会より任命された学生会顧問と して
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こ の自主的活動に関わり ､ 支援を行 っ てきた ｡
そ し て ､ 2001年3月13日 ､ 本学に て ｢Hap py
M a rch Co n c e rt｣ が開かれた ｡ こ の コ ン サ ー
トは ､ 学生会が毎月様々 な催しを行う ｢月 -
イ ベ ン ト｣と い う自主的企画の 3月編 と して ､
軽音部 ライ ブ､ シ ン ガ ー ラ イ ブ , ダン ス部 ラ
イ ブの 3部構成で 行われた ｡ 以下 ､ 学生が コ
ン サ ー トを開くまで の支援活動に つ い て ､ ダ
ン ス部を中心に報告する ｡
2 . 支援方法
こ こ で の 支援とは ､ 強制や指示を極 力行わ
ずに ､ 自ら の意志 で選択 ､ 決断をし , 行動を
起 こすよう促す ､ 後押しの こ とを意味 して い
る ｡ 本 人と 十分話 し合い ､ 動機を掘り下 げ､
それが明確な目的と自覚されるよう待つ と い
う ､ 時間を要する作業 である ,j 今回の コ ン サ
ー ト に お い て 試み ､ 効果を上げた 5点の 方法
の 具体的内容に つ い て 以下に 示す ｡
2. 1 企画者の自覚と複数化
まず, 企画者をつ くる こ と か ら 始ま っ た ｡
部長の よう な ､ 常 にリ ー ダ ー シ ッ プを求めら
(写莫1) ｢Happ yMarcb Concert｣ Ⅰ部軽音部ライブ
れる 役は敬遠 されがち で ､ なり手も い な い ｡
｢- し た い｣ と い う思 い を持 っ て い る 人が い
たら ､ 本人と相談 しなが ら ､ 明確な 目的が自
覚される まで 待 っ た ｡ 目的は ､
"
卒業す る 2
年生ともう - 度同じ舞台に立ち ､ 粁を深めて ､
卒業を祝う こ と
'～
であ っ た ｡ ただ ､ 目的を持
っ て もー一 人で 進めて いく には大きな不安を持
(写真2) Ⅱ部 沖 羽目郎 ライ ブ
(写莫3) Ⅲ部 ダン ス部 ラ イブ
っ て い たため ､ 本人が初期の 段階で 中心者を
複数にする必要性を感じ ､ ｢ 一 緒にやろうよ｣
と友人に企画を持ちか ける意欲が高まるよう
促 した ｡
今回は 1年生 3 人が企画中心音 に 決 ま っ
た｡ 最初は ､ 3人の 活動範囲内だけで 出来得
る企画案を作成 し た ｡ 練習可能 な 3作 品と ､
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(表1) 3年間 で の 活動期間か らみた活動状況の善 し悪 し
呼び か け ら れそ う な 必要最 小限の ス タ ッ フ
数 ､ 学内の み の宣伝と い うような , か なりシ
ン プル で 実行 しや す い形 に した ｡ 3月に卒業
予定の 2年生は ､ 卒業制作 ･ 論文 に取り組 む
一 番大変な時期 に 当た っ て い る ため , 負担を
か けな い こ とが条件と な っ た o 参加する ･ し
な い をも含め て , 2年生の 活動 は全て 本人達
の意志に 任 せ る こと と した ｡ しか し , 活動の
過程 で励 ま しを心が け ､ 2年生と の 関係が切
れず に , 何時か ら で も参加 し始め られるよう
配慮 した ｡
2 . 2 2ケ月間で集中活動
活動期間を設定する に あたり ､ どう した ら
活動 しや す い か を熟考するよう企画者に 促 し
(写莫4)AllJapa nDa n ceFe stivalコ ン ク ー ル 部門(1 999)
1 13
た｡ 一 般的な コ ンサ ー ト開催に は ､ 規模 に応
じて 3 - 6 ヶ月の 準備期間を費やす｡ し か し ､
本学の 過去 3年間の 活動状況を見てみ ると ,
( 表1) に 示すよう に ､ 1 ヶ 月間で は準備不
足 であり ､ 3 カ 月間以上は計画倒れや参加者
(写其5) YOS AKOI とやま (200) 俊秀貰を受賞
(写真6) とやま国体歓迎 レ セ プ シ ョ ン (20 00)
1 14
(写責7) Artistic-M ovem entin Toyam a








(図1 )参加形態と本人の 気持ちの 負担感
離れで うまく い か なか っ た o 長くて もう まく
い か な い 理由は ､ 先 々 の 目途 が つ けに くく ､
学業や 就職活動 , ア ル バ イ トと両立 しなくな
る こ とに ある ｡ 焦 る気持ちが 入り込 むと ､ と
たん に 自主的活動 は自分を苦 しめ る もの とな
っ て しまう こ とを考慮 し , 適切 な期間を考え
て い くと ､ 2 カ月はお およその 予定を把握す
るの に丁度良く ､ 集中力が持続する期間で も
ある こ と に気づ い た ｡ さら に ､ 短期間だか ら
こそ蹄岸著して い る暇は なく , 機転を利 か して
進めて い ける ｡ 今回も ､ 1月中旬 か ら 3月中
旬まで と設定す ると ､
` `
予定を把握 し た上 で ､
こ の 期間に 活動 で きる人
''
が集まり , 集中し
て やりやす い 結果と な っ た ｡
2 . 3 負担感を変えながらの 参加継続
参加者を募るに あたり ､ 気持ちの 上 で の 負
担感を変えなが ら参加を継続 して み るよう促
し た結果が (表2) である ｡ その理由は ､ 学
業と の兼ね合 い で ､ 自主的活動 へ の エ ネル ギ
ー は変化する ため ､ 前回参加者 に ｢今回も参
加する意志 が ある か｣ を尋ね る と ､ ｢関心は
ある が ､ 今は忙 し い か ら参加 で きな い｣ と い
う返事が きやす い ｡ こ の場合の 参加 は ､ 出演
を指して い ると 思われるが , 参加 の 意味を ､
自分なりの 目的を持 っ て主体的に 活動に携わ
(表2) 今年度の 活動に関わ っ た人数と継続参加の 例
No. 目 的 出演著 ス タ ッ フ 応援者 計 継続参加の 例
Aさ ん Bさ ん Cさ ん
9 新入 生歓迎 会 5 8 8 21 応援 観客i
10
■滑川 龍宮祭ス ト リ ー ト ダ ン ス 大 会 5 1 10 16 出演 応 援
ll と や ま国体55日前イ ベ ン ト 26 0 0 26 出演
12 YO SA KOIとや ま ス トリ ー ト . ス テ ー ジパ フ オ - マ ン ス 2 8 0 6 3 4 出演 出演 出演
13 A 血tic m o v e m e nt in Toya m a第3回創 作コ ン ク ー ル 3 2 3 8 応 援
14 と や ま国休二 上町バ ドミ ン ト ン 選手 団歓 迎 レ セ プ シ ョ ン 3 0 0 0 3 0 出演
15 創己祭 Da n c e-bu.1stc o n c ert( 講堂..
. 中庭). 7 12 13 32 出演 応 援 ス タ ッ フ
17 Hat)P yM ar ch Co n c ert 3 2 14 1 0 5 6ス タ ッ フ 出演 ス タ ッ フ
* No.は , ( 表1) と対 応
* ス タ ッ フ と は ､ 照 明 ､ 音 響 ､ ア ナ ウ ン ス ､ プ ロ グ ラ ム 作 成 ､ 衣 装､ カ メ ラ ･ ビ デオ損影担当と し て ､
出演以 外で 積極 的 に 関 わ っ て い た 人
* 応 援者と は , 出演 ･ ス タ ッ フ とは な ら な い が ､ 練 習 で の ア ド バ イ ス や 励 ま し 等 協力 を して くれ た 人
-大学て卜が コ ン サー トをr;u くまで- ｢若者の 自主的活動｣ 支援
(写頁8) リ ハ ーサ ル で の 出演者と ス タ ､ソ フ と の
念入りな打ち合わ せ
(写莫9) ア イデ ィ ア を考え中の 照明 ス タ ッ フ
(写真1 0) 照 明 で の 見せ 所
る こ と と捉 え ると ､ ( 図1) に 示 し たよう に
その 形態 は い ろ い ろ である ｡ 中心と な る企画
者 ､ パ フ ォ ー マ ー と して の 出演者 ､ 出演以外
で 照明 ･ 音響 ･ ア ナ ウ ン ス ･ プ ロ グ ラ ム 作
成 , チ ケ ッ ト作成 ･ 衣装 ･ カメ ラ ･ ビデオ掘
影に積極的に 関わる ス タ ッ フ ､ 練習 で の ア ド
バ イ ス や協力を してくれる応援者 で ある ｡ 中
心 に な る企 画者 の 気持ち の 負担感は 大 き い
が ､ 応援者と なると負担感 は軽減 され る ｡ 現
在抱 えて い る 一 つ の こと だ けに 囚われず , 同
時に 袴数の 物事に 関わ っ て い け る経験 ､ 忙し
115
(写真11) 伏木高校作品 ｢やわら ち ゃ ん｣
(写真1 2) 伏木高校作品 ｢塊｣
(写真1 2) 伏木高校作品 ｢ 祭り｣
い 中で も時間を つ くる経験 ､ そ の 時の 役割に
応 じた満足感 <･充実感をつ くり , 次 の 活動 へ
の ス テ ッ プとして欲し い 気持ちが筆者の 根底
にある ｡
2. 4 人との連携
活動が順調に 進ん で き た頃を見計ら い ､ シ
ン プル に 始め た企画案を可能な範囲で膨 らま
せ てみ る よう促 した ｡ ( 図2) に示 すよう な
=
人をつ な ぐ コ ー デ ィ ネ ー ト で ある ｡ 学生
は ､ 身近な友人以外との 関係づくりは少々苦





手なの で , そ こ を補佐し ､ 今後の 行動に結び
つ く こ とを願 い , その 手段とメ リ ッ トをよく
伝えた ｡
具体的に は , 最初に学生会が毎月様々 な活
動を行う ｢月 - イ ベ ン ト｣ と して企画案を提出
するよう勧め た｡ こ の メ リ ッ トは , コ ンサ ー ト
開催が身勝手な単独行動 でなく ､ 学生会の 正式
活動として認められ, 漉動が しやすい ､ 関わる
人数が増える ､ 学内に宣伝しやすい ､ 開催に か
か る費用の補助が得られることである｡
次 に , 学内に て ダ ン ス 以外の サ ー ク ル に
｢一 緒に やりませ んか｣ と話を持ちか けた ｡
幸運に も軽音部が 名乗り出てくれた ｡ それに
より ､ サ ー ク ル 間の つ な がりと共通 の 目的意
識が生まれ ､ 結果と して コ ン サ｢ 卜の 規模が
大幅に拡が っ た ｡
さ らに , 近隣高校と の 交涜を推 し進 め た ｡
伏木高校の 生徒さん とは ､ 今回の 企画者達が
以前参加 した学外で の 大会 ｢Y O S A K OIと や
ま｣ に て共 に貰を受賞 した経験を持つ ｡ その
経緯を踏まえ ､ 伏木高校教諭の荒俣加代子先
生の お力添えを頂き , 22名の 生徒さん が ダ ン
ス 3作品 (高校の学内発表会で最優秀賞 ｡ 優
秀賞 ･ 特別賞を受賞し た作品) を披露して 下
さる こ とと な っ た ｡ こ の学外交渉は ､ 日程が
差 し迫 っ て い たため今回は垂者が行 っ たム
2. 5 記韓を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンに活用
記録は ､ 次回者 にと っ て過去を希求する為
だけで なく , 今清野して い る人に役立つ ｡ 特
に ､ 記録をコ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン に活用する意
識を-一一 人ひ と りに持 っ て も らう こ と を促 し
た ｡
記録を活用した正確な伝達は ､ 嘩味な伝え
方による感情の もつ れや伝 え忘れを防 ぎ､ 参
加者の 意志疎通と次 回参加者 へ の 橋渡 しにと
て も効果的で ある ｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを不
得手と感 じる若者に と っ て は ､ 理解 ･ 確認 ｡
共感を得る ため の頼もしい 助 けと なる ｡
具体的に は , ダン ス 作品の 損影された ビデ
オ ( 前回まで の 記録 ビデ オや ､ 新作 は筆者が
踊 っ て掘影)､ 作品の 流れを把握 で きるよう
な構成 o 動きの イ ラ ス ト表 ､ 毎回練習時 の変
更点 メ モ ､ 衣装の 見本イ ラ ス ト , ス タ ッ フ構
成表､ 舞台構成図, 衣装の 材料とな る布 ｡ 小
物見本で ある ｡
また ､ コ ン サ ー ト の リ ハ ー サ ル や本番 には ､
ビデオ撮影と写真損影を行 っ た ｡ これが次回
( 図2) ｢人を つ なぐ｣ コ ･ーデ ィ ネート
一大学生 が コ ン サ ー ト を開くまで- ｢若者 の 自主的活動｣ 支援
月 ‖ 活 動





企画中心老 3人の意志統 一 企 画素案 コ ン サ ー ト










学生会 ｢月 - イ ベ ン ト｣ に企画提出 ､ 打 ち合わせ
2 1 作品目完成
4 ｢ 沖破目邸｣ 出演交渉､ 決定
5 ( 木) デザイ ナ - に ポ ス タ - 依頼




13 3時 間 軽音部 に参加呼びか け . 決定
19 ポ ス タ ー 3部作 (軽音編 . 羽 目郎編 . ダ ン ス 編) 莱
2 0 チ ケ ッ ト作成150 0枚 配布開始 学外案内状作成
2 2 衣装 T シ ャ ツ 購 入





2 ス タ ッ フ メ ン バ ーの 決定
3 衣装合わせ
4 部内 リ ハ ーサ ル
5 伏木高校さん打ち合わせ モ ダ ン 作 品衣装用 の 布地
6 5時間 モ ダ ン 作 品衣装完成
7 音響 M D から 当日用を作成 学内教職員ヘ メ ー ル に .
9 ア ン ケ- ト作成 . 印刷 プ ロ グ ラ ム 順最終決定
10 衣装合わせ
ll ア ナ ウ ン ス 原 稿作成
12 全体 リ ハ ー サ ル (10- 22時) プ ロ グ ラ ム 完成 ー 印刷
13
15
リ ハ - サ ル 応援者 ヘ プ ロ グ ラ ム 進呈 コ ン サ - ト









( 表3)｢ダン ス 部 ライ ブ縮 . 開催準備｣ 活動内容
の 大事な橋渡しと なる ｡ 状況の 記録と い う役
割はもちろん の こと ､ ビデオ や写真を見る こ
と で の 参加者の 満足感 ､ 写真掲示による友人
達か ら の 評価 ､ 次回は参加 した い との 関心の
高 まりも得ら れるか ら で ある ｡
(写真1 4) 作品 ｢Baby one m oretim e｣
117
3 . コ ンサ ー ･ トを開くまでの学生の活動
2 ヶ 月間に 学生が 行 っ た活動状況を(表3)
に 示 した ｡ 企画者は
"
エ ネル ギ ー の ある所に
人は集ま っ てくる
"
と い う意識を持ち ､ 意欲
(写真1 5) 作品 ｢氷炎｣
118 久 i兵 1Y.
/
1 (
(写異1 6) コ ン サ ー ト終了後全 員 で
の 持続 ､ 行動力の高まりを見せ ､ 周りか ら の




こ とを強く感じさせ る ｡
し か しなが ら , ある学生は ｢先生に 指示 さ
れない か ら , 何をどう し たら良い か わか ら な
い｣ と い う不安を持 っ て い た ｡ うまく進ま な
い 苛立ちや才支術不足 へ の 嘆き ､ 失敗する こと
へ の 恐怖 は多くの 人に 共通する もの だろう L7
それ で も､ 何もな い と こ ろか ら形に して い く
勇気 ､ 失敗する勇気 , 納得する まで や っ てみ
る経験を し ､ 前述の 学生は ､ 後に な っ て か ら
｢自分の ために な っ た｣ と語 っ てくれた ｡
コ ン サ ー ト の 終了時 に は参加者 み ん な に
溢 れ ん ば か りの 笑顔 を観 る こ と が 出来 た o
嘗観 的に は未熟な点が 多数 ある に し ろ , 一
歩 一 歩成長 して い く大 きな通過 点 に な っ た
こ と は 間違 い な い ｡ 自 分の 足 で踏 み し め な
が ら 進ん だか ら こ そ , 得 ら れる 達成感だろ
う ｡
4 . ダン スを通して得るもの
こ こ ま で 述 べ て きた 自主 的活動 の 中心 に
は ､ ダ ン ス と いう媒介がある o ダ ン スを手段
と して 活動が つ ながり ､ 得る こと の で き るも
の が大きい ｡
ダン ス は , 動きと時間と空間の芸術で ある ｡
静と動 を組み 合わせ て 動きの 軌跡を生 か し ､
絶妙 な タ イミ ン グや 間の取り方を工夫 し ､ 空
間の 構成と余韻 で魅了さ せ る ｡ そ こ に は , 級
密 な計 画性と共に ､ 自分の ｢生 きた身体｣ を
芸術の 素材としなが ら感性 で生 きる存在感を
必要とする ｡ 舞台で は , その場 で観零の 反応
が わか り ､ 時間と空間を共有する醍醐味を味
わう こと が出来る ｡
また ､ 創作する際に は い や で も自己と 向き
合う機会が訪れる ｡ テ ー マ を自分なりに 掘り
下げて いく こと で ｢自分探し｣ の 一 端を担う
役割を果 たす ｡ さらに , 人と共に 踊る ため に
は , テ ー マ の深 い理解､ 意見の やり取り , 言
語的 ｡ 非言語的両面 か らの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン が大切と なる ｡,. 非言語的とは ､ 呼吸 (息を
読む こと), 触れ合 い ､ 表情 , 動作の 共鳴 な
どで ある ｡ 練習を進め て行くに従 い , こ れら
に 精通して くると , 言語的 コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ
ン しか 意識 しな か っ た時に 比 べ , 格段に人間
関係の 深まりを感じ させ る ｡
ダ ン ス を適 し た様々 な活動は , こ れら の 意




若者が自ら活動する ために は , どん なき
っ か けや 後押しがあれば良 い の が
'
を絶えず
自 らに 問 い つ つ ､ 学生 へ の 支援方法を模索 し
て きた ｡ こ の コ ン サ - トが開催される際､ 試
した 方法は 1) 企画者 の 自覚と複数化 2)
2 ヶ 月間 で集中活動 3) 負担感を変 えなが
ら の参加継続 4) 人との 連携 5) 記録を
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンに活用 ､ で ある o こ こ で
の 支援とは ､ 強制や指示を極力行わずに , 自
ら の 意志 で選択､ 決断 し , 行動を起 こすよう ､
本人と 十分話 し合 い ､ 動機を掘 り下げ , それ
が 明確な目的と自覚されるよう待つ 後押しの
こ とを意味 して い る ｡
以上の よう な自主的活動は ､ 活気ある学生
の 資質向上と人間関係の 深まりや広がり ､ 大
学 へ の愛着を通し , 大学活性化 へ の可能性を
もたらすこ とが示唆 される ｡
し か し ､ 今後の 課題と して ､ 支援と い う名
の 下に 本人の 自覚を促す試み は ､ 厳 しさに 欠
一大学生が コ ン サ ー トをJ&1くまで- ｢ 若者の 自主的t.T,･動｣ 支倭 1 19
ける ､ 唆昧 である との 短所も持つ ｡ これらの い か ､ さらに ､ 今回は筆者が 行 っ た学外交渉
点も配慮 しなが ら成果を生み出す方法を検討 に さえも学生自身が できな い か , と い う課題
する必要が ある ｡ また ､ 学生の 参加形態 , 気 も挙げられる ｡ 今後も継続して実践 しなが ら
持ちの 負担度に も っ と工 夫が出来る の で は な 明ら か に して い きたい ｡
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